
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月24日（火） 

北海道中札内高等養護学校幕別分校 校長室より 

現場実習を終えた1年生と2年生が、報告会を開きま

した。長い実習期間にどんな頑張りがあったのか、どんな

ことを学んだのか、について聞くことのできる報告会は、

発表する生徒だけではなく、それを聞く生徒や教職員に

とっても大変学びの多い時間となります。 

実習期間は、学校では学ぶことのできなかったことも

多く、その中で気付くことも多いようです。これまでの自

分では発想しなかったことやできなかった考え方も身に

付けて帰ってくる生徒が多いと思っています。それは、仕

事だけではなく、実習中の毎日の生活からも同様の学び

があったと思います。 

自分のことや、自分の将来のことについて、いろいろな

ことを考える期間を提供してくださった各実習先の皆

様、本当にありがとうございました。 

今後の学校生活で、引き続き学び続ける生徒たちを今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

畑でゴボウを収穫した生徒たち。 

長いゴボウを折らないように、慎重に周囲の土をかき分

けます。これは根気がいる作業・・・。 

生徒たちの中には、スーパーで横になっているゴボウし

か見たことがない人もいたでしょう。収穫しながら、「す

ごい、ゴボウってこんなふうに土の中で育ってるんだね

ぇ！」と感動したのでは？ 

今年育てたひまわりも大きく大きく育ち、屋根まで届くほどの高さに成長しまし

た。今年の夏の暑さと日差しの強さで元気に育ったひまわりを見て、生徒たちは「最

初は不安だったけれど大きく育ってうれしい」などの感想を話していました。 


